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微
細
石
片
の
平
面
分
布
と
使
用
痕
分
析

―
ロ
シ
ア
旧
石
器
遺
跡
カ
ー
メ
ン
ナ
ヤ
・
バ
ー
ル
カ
Ⅱ
の
例
―

濱

川

誠

Ｏ
・
Ｉ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ァ

一

は
じ
め
に

微
細
石
片
の
総
合
的
な
検
討
は
考
古
学
遺
跡
研
究
の
重
要
な
一

面
で
あ
り
、
当
時
の
人
々
の
生
業
活
動
に
お
い
て
特
別
な
役
割
を

持
っ
た
「
場
」
や
通
常
の
発
掘
方
法
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
情
報

を
明
ら
か
に
す
る
際
大
き
な
意
義
を
持
つ
（
1
）
。
本
論
の
目
的
は
ロ
シ

ア
旧
石
器
遺
跡
カ
ー
メ
ン
ナ
ヤ
・
バ
ー
ル
カ
Ⅱ
の
北
東
区
画
に
て

検
出
さ
れ
た
微
細
石
片
の
機
能
分
析
と
そ
の
平
面
分
布
状
況
の
考

察
で
あ
り
、
主
に
微
細
石
片
の
分
類
、
使
用
痕
分
析
、
平
面
上
の

分
布
傾
向
の
分
析
を
行
う
。
同
時
に
当
区
画
で
出
土
し
、
使
用
痕

分
析
の
結
果
、
微
細
石
片
に
残
さ
れ
た
も
の
と
同
類
の
使
用
痕
を

検
出
し
得
た
掻
器
の
研
究
成
果
も
援
用
す
る
。

二

分
析
し
た
資
料
と
方
法

後
期
旧
石
器
時
代
の
カ
ー
メ
ン
ナ
ヤ
・
バ
ー
ル
カ
Ⅱ
遺
跡
（
2
）
は
ロ

シ
ア
南
部
ロ
ス
ト
フ
地
方
の
ミ
ャ
ス
ニ
コ
フ
ス
キ
ー
地
区
ネ
ド
ヴ

ィ
ー
ガ
フ
カ
村
の
北
西
一
・
五
㎞
の
段
丘
上
に
立
地
す
る
。
標
高

は
三
七
ｍ
を
測
る
。
一
九
五
七
年
に
Ｍ
・
Ｄ
・
グ
ヴ
ォ
ズ
ド
ー
ヴ

ェ
ル
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
長
期
間
に
渡
っ
て
利
用
さ
れ
た
ベ
ー

ス
・
キ
ャ
ン
プ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

文
化
層
は
上
層
、
中
層
、
下
層
の
三
層
か
ら
な
り
、
Ｃ
14
年
代

測
定
法
に
よ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
一
四
〇
〇
〇
―
一
三
五
〇
〇
、
一
五

五
〇
〇
―
一
四
五
〇
〇
、
二
〇
〇
〇
〇
―
一
八
〇
〇
〇
年
前
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
発
見
以
降
五
〇
年
以
上
調
査
が
継
続
さ

研
究
ノ
ー
ト

微
細
石
片
の
平
面
分
布
と
使
用
痕
分
析

一
三
九
（
二
三
七
）



れ
現
在
一
五
〇
〇
㎡
を
超
え
る
区
画
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
三
枚
の
文
化
層
で
遺
構
、
遺
物
を
も
っ
と
も
多
く
含

む
中
層
の
二
〇
〇
六
―
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
調
査
が
行
わ
れ
た

北
東
区
画
か
ら
出
土
す
る
考
古
学
資
料
（
3
）
を
扱
う
。
中
層
石
器
群
は

縦
長
剥
片
を
用
い
た
削
器
や
掻
器
、
片
縁
辺
加
工
の
あ
る
細
石
刃

を
主
体
と
す
る
。
石
材
に
は
主
に
フ
リ
ン
ト
を
用
い
、
西
に
八
〇

―
一
五
〇
㎞
離
れ
た
原
産
地
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
（
4
）
。

ま
た
、
こ
れ
ら
石
器
群
の
う
ち
本
論
に
お
い
て
分
析
対
象
と
す

る
の
は
微
細
石
片
と
掻
器
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
表
面
に
顕
微
鏡
下

で
観
察
さ
れ
る
使
用
痕
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
軟
質
の
有
機
物

つ
ま
り
皮
革
加
工
の
過
程
で
残
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
使
用
痕
の

諸
属
性
の
検
出
お
よ
び
研
究
を
行
う
。
同
類
の
使
用
痕
が
微
細
石

片
と
掻
器
の
両
方
で
観
察
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
主
に
微
細
石
片

と
掻
器
の
使
用
痕
を
比
較
し
つ
つ
、
平
面
分
布
状
況
と
そ
れ
ら
の

相
互
関
係
の
考
察
を
試
み
る
。

微
細
石
片
と
い
う
用
語
は
通
常
の
手
掘
り
作
業
で
は
採
集
が
困

難
な
微
細
な
剥
片
や
砕
片
の
こ
と
を
さ
す
。
大
き
さ
に
つ
い
て
明

確
な
規
格
は
な
く
、
定
義
も
研
究
者
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
便
宜
的
に
主
と
し
て
土
壌
サ
ン
プ
ル
の
水
洗
選
別
に
よ

っ
て
検
出
さ
れ
る
最
大
長
が
一
㎝
未
満
の
フ
リ
ン
ト
製
の
剥
片
や

砕
片
を
微
細
石
片
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
最
大
長
一
㎜
未

満
の
資
料
は
極
微
細
石
片
と
総
称
し
て
微
細
石
片
と
区
別
す
る
（
5
）
。

三

微
細
石
片
の
分
布
状
況

一
九
八
二
年
よ
り
カ
ー
メ
ン
ナ
ヤ
・
バ
ー
ル
カ
Ⅱ
遺
跡
で
は
遺

物
が
確
認
さ
れ
た
区
域
全
面
に
わ
た
り
土
壌
サ
ン
プ
ル
（
レ
ス
状

ロ
ー
ム
層
）
を
採
取
し
、
微
細
遺
物
を
回
収
し
て
い
る
。
土
壌
採

集
の
際
、
一
×
一
ｍ
の
グ
リ
ッ
ド
を
五
〇
×
五
〇
㎝
の
セ
ク
タ
ー

（sector

）
に
四
分
割
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
）
し
、
セ
ク
タ
ー
毎

に
約
〇
・
八
㎜
メ
ッ
シ
ュ
の
フ
ル
イ
を
用
い
て
水
洗
選
別
を
行
っ

た
。図

１
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
発
掘
調
査
の
水
洗
選

別
で
検
出
さ
れ
た
微
細
石
片
の
分
布
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

区
画
約
（
二
〇
〇
㎡
）
で
得
ら
れ
た
微
細
石
片
の
総
数
は
五
五
〇

〇
〇
点
を
数
え
る
。
微
細
遺
物
集
中
の
核
に
あ
た
る
セ
ク
タ
ー
で

は
一
〇
〇
〇
点
以
上
を
含
む
こ
と
も
あ
る
。
微
細
石
片
は
主
に
動

物
遺
存
体
、
特
に
剥
離
さ
れ
た
フ
リ
ン
ト
の
集
中
部
に
密
集
し
て

分
布
す
る
傾
向
を
呈
す
る
。

グ
リ
ッ
ドс-ц/16

�21

に
か
け
て
環
状
に
分
布
す
る
微
細
石
片

の
集
中
地
点
が
観
察
さ
れ
た
。
グ
リ
ッ
ドх/20

、ф
/20

�21

、с-

т/18

�19
で
は
六
〇
〇
点
を
超
え
る
微
細
石
片
を
含
む
セ
ク
タ
ー

史

学

第
八
〇
巻

第
二
・
三
号

一
四
〇
（
二
三
八
）



も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
グ
リ
ッ
ド

т-у/19

�20

で
は
炭
化
物
や
灰
の

集
中
と
局
所
的
に
厚
さ
三
㎝
に
及

ぶ
赤
色
オ
ー
カ
ー
の
堆
積
が
検
出

さ
れ
た
。
特
に
グ
リ
ッ
ドт-у/20

と21

の
一
部
で
は
赤
色
オ
ー
カ

ー
と
微
細
石
片
の
よ
り
強
い
集
中

箇
所
が
確
認
で
き
た
。

当
区
画
の
南
東
部
に
お
い
て
小

規
模
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
密
な

微
細
石
片
の
集
中
部
が
あ
る
。
グ

リ
ッ
ドх/28

の
う
ち
の
二
つ
の

セ
ク
タ
ー
で
は
一
〇
〇
〇
点
を
越

す
微
細
石
片
が
検
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
区
画
南
部
の
（
グ
リ
ッ
ド

А
/16

、э/13

）
お
よ
び
区
画
北

部
の
（
グ
リ
ッ
ドо/16

、н/

17

）
の
集
中
部
で
は
セ
ク
タ
ー
毎

に
四
〇
〇
―
六
〇
〇
点
の
微
細
石

片
が
得
ら
れ
た
（
図
１
）。

図 1 カーメンナヤ・バールカ II遺跡北西区画中層、微細石片と掻器の平面分布状況

微
細
石
片
の
平
面
分
布
と
使
用
痕
分
析

一
四
一
（
二
三
九
）



四

微
細
剥
片
に
残
さ
れ
た
使
用
痕
の
検
出

全
区
画
で
得
ら
れ
た
微
細
石
片
の
う
ち
使
用
痕
の
検
出
を
試
み

た
の
は
約
二
五
〇
〇
〇
点
の
微
細
剥
片
で
あ
る
。
微
細
剥
片
に
は

通
常
サ
イ
ズ
の
剥
片
や
石
刃
と
同
じ
く
打
面
と
打
瘤
を
も
つ
基
端

部
、
中
心
部
、
遠
端
部
が
確
認
で
き
た
（
図
２
�
１
�
４
）。

使
用
痕
の
観
察
に
は
実
体
顕
微
鏡
お
よ
び
金
属
顕
微
鏡W

ray-

m
er

m
icroscope

B
M

−3400T
（
五
〇
―
五
〇
〇
倍
）
を
用
い

た
。
写
真
撮
影
は
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
顕
微
鏡
に
接
続
し
パ
ソ
コ

ン
の
モ
ニ
タ
ー
上
で
行
っ
た
。
観
察
対
象
は
ま
ず
石
鹸
水
で
洗
浄

し
た
の
ち
酸
洗
浄
を
行
い
、
乾
燥
後
必
要
時
以
外
は
別
々
に
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
袋
に
入
れ
て
保
管
し
た
。
検
鏡
に
先
立
っ
て
ア
セ
ト
ン

あ
る
い
は
エ
タ
ノ
ー
ル
を
浸
し
た
脱
脂
綿
で
観
察
面
を
拭
き
と
っ

た
。
ま
た
、
竹
製
の
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
い
、
微
細
石
片
の
観
察
す

る
部
分
が
対
物
レ
ン
ズ
に
向
く
よ
う
に
粘
着
ゴ
ム
上
に
固
定
し
た
。

観
察
は
背
面
側
、
腹
面
側
、
縁
辺
側
の
三
方
向
か
ら
行
っ
た
。

観
察
の
結
果
、
使
用
痕
の
あ
る
微
細
剥
片
が
多
数
確
認
さ
れ
た

（
図
２
、
３
）。
微
細
な
剥
片
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
痕
の
観
察

に
お
い
て
微
細
な
光
沢
面
、
線
状
痕
、
微
小
剥
離
痕
等
と
い
っ
た

情
報
を
手
掘
り
作
業
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
石
器
と
同
様
に
得
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
使
用
痕
は
微
細
剥
片
の
基
端
部
に
残
さ
れ

図 2 カーメンナヤ・バールカ II遺跡 微細剥片と掻器および使用痕の認められる箇所
１�４：微細剥片、5・6：掻器
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図 3 カーメンナヤ・バールカ II遺跡 微細剥片と掻器の使用痕顕微鏡写真

微
細
石
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平
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分
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と
使
用
痕
分
析
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る
場
合
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
光
沢
面
、
線
状
痕
、
磨
滅
が
主
に

検
出
さ
れ
た
。
だ
た
、
様
々
な
条
件
や
基
端
部
つ
ま
り
微
細
剥
片

の
打
面
の
保
存
状
況
に
よ
り
使
用
痕
が
完
全
ま
た
は
部
分
的
に
失

わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。

微
細
剥
片
に
認
め
ら
れ
た
使
用
痕
の
う
ち
も
っ
と
も
数
が
多
く

特
徴
的
な
の
は
、
軟
質
の
有
機
物
つ
ま
り
皮
革
の
加
工
に
よ
っ
て

生
じ
る
使
用
痕
で
あ
る
と
推
定
で
き
た
。
一
方
、
出
土
し
た
掻
器

の
う
ち
同
類
の
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
た
の
は
全
部
で
一
二
点
で
あ

る
。
使
用
痕
の
同
定
は
、
こ
こ
で
は
詳
述
は
避
け
る
が
、
筆
者
ら

が
行
っ
た
実
験
資
料
や
過
去
の
使
用
痕
分
析
事
例
お
よ
び
実
験
使

用
痕
研
究
の
結
果
に
拠
っ
て
い
る
。

検
出
さ
れ
た
使
用
痕
は
掻
器
の
刃
部
と
微
細
剥
片
の
基
端
部
に

お
い
て
縁
辺
の
強
度
の
磨
滅
を
伴
い
、
目
立
っ
た
微
小
剥
離
痕
は

確
認
さ
れ
な
い
（
図
３
）。
光
沢
面
は
非
光
沢
面
と
の
は
っ
き
り

し
た
境
界
が
あ
い
ま
い
で
背
面
お
よ
び
腹
面
に
か
け
て
形
成
範
囲

が
大
き
い
。
光
沢
は
表
面
の
凹
凸
を
覆
う
よ
う
に
全
体
に
広
が
る
。

二
〇
〇
倍
ま
で
の
倍
率
で
は
脂
ぎ
っ
た
外
見
の
光
沢
が
観
察
さ
れ
、

強
さ
を
増
し
た
光
沢
が
微
凹
凸
の
高
所
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
光
沢
は
掻
器
、
微
細
剥
片
い
ず
れ
に
お
い
て
も

線
状
痕
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
そ
の
種
類
は
浅
い
線
状
も
の
深
い

キ
ズ
状
の
も
の
な
ど
多
様
で
あ
る
。
線
状
痕
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合

掻
器
の
刃
部
、
微
細
剥
片
打
面
縁
辺
に
対
し
て
直
角
あ
る
い
は
斜

め
方
向
に
走
る
。
総
じ
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
微
細
剥
片
に
お
い

て
よ
り
顕
著
に
現
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

五

皮
革
加
工
に
よ
る
使
用
痕
を
も
つ
微
細
剥
片
の
分

布
と
そ
の
性
状

皮
革
加
工
に
特
徴
的
な
使
用
痕
を
も
つ
微
細
剥
片
は
総
計
一
五

三
点
で
、
そ
の
平
面
分
布
状
況
を
図
４
に
示
し
た
。
ま
ず
指
摘
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
多
く
の
こ
れ
ら
の
微
細
剥
片
が
グ
リ

ッ
ドс-у/16

�20

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
そ
の
う

ち
約
四
〇
点
が
炉
址
付
近
の
グ
リ
ッ
ドт/16

�17

に
て
検
出
さ
れ

た
。
区
画
南
東
部
の
土
壌
サ
ン
プ
ル
か
ら
も
使
用
痕
の
あ
る
微
細

剥
片
は
検
出
で
き
た
が
、
際
立
っ
た
集
中
部
は
形
成
さ
れ
て
い
な

い
。
区
画
東
部
で
は
数
点
が
点
在
す
る
と
い
う
分
布
状
況
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は
こ
の
よ
う
な
微
細
剥
片
が
ど

の
よ
う
な
活
動
の
所
産
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
さ
な
石

片
は
石
器
製
作
、
使
用
、
運
搬
、
埋
没
な
ど
の
様
々
な
過
程
で
生

じ
、
こ
の
際
意
図
的
な
剥
離
物
に
類
似
し
た
石
片
が
偶
発
的
に
起

こ
る
こ
と
も
あ
る
。
故
に
、
実
際
意
図
せ
ず
剥
が
れ
た
「
剥
片
」

と
二
次
加
工
剥
片
を
識
別
す
る
に
当
た
っ
て
は
接
合
資
料
に
拠
ら

な
け
れ
ば
確
証
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
微
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図 4 カーメンナヤ・バールカ II遺跡北西区画中層、皮革加工による使用痕が検出された
微細剥片と掻器の平面分布状況

微
細
石
片
の
平
面
分
布
と
使
用
痕
分
析

一
四
五
（
二
四
三
）



図 6 皮革加工および石器刃部再生の実験例 皮革加工の過程（1）、実験石器の刃部再生の様子（2）

図 5 微細剥片の顕微鏡写真 背面（1）、腹面（2）、打面（a）
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図 7 実験石器と使用痕顕微鏡写真
実験石器（1）―右図遠端部右側の点線は刃部再生の際に剥離した箇所を示す、実験石器の刃部再生
の際に生じた微細な石片（2）、使用痕の検出された微細剥片（3、4）、実験石器遠端部の使用痕顕微
鏡写真（写真 1）、微細剥片基端部の使用痕顕微鏡写真（写真 2、3）

微
細
石
片
の
平
面
分
布
と
使
用
痕
分
析

一
四
七
（
二
四
五
）



細
剥
片
は
石
器
の
使
用
後
に
そ
の
刃
部
の
再
生
を
目
的
に
剥
離
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
こ

の
仮
説
は
以
下
の
三
点
に
基
づ
い
て
い
る
。

１
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
観
察
対
象
に
お
い
て
微
細
剥
片
基
端
部

に
打
瘤
と
打
面
が
確
認
で
き
る
。
微
細
剥
片
背
面
に
稜
線
と

一
方
向
か
ら
の
剥
離
痕
が
明
確
に
残
っ
て
い
る
（
図
２
�
１

�
４
、
図
５
）。

２
、
被
加
工
物
が
比
較
的
柔
ら
か
い
場
合
、
石
器
の
利
用
に
際

し
て
刃
部
縁
辺
の
破
損
に
よ
る
大
き
な
剥
離
は
生
じ
に
く
い
（
6
）
。

３
、
石
器
の
刃
部
再
生
は
作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
不
可

欠
な
要
素
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
一
連
の
実
験
使
用
痕
研

究
を
試
み
た
。
実
験
目
的
は
皮
革
加
工
に
用
い
ら
れ
た
掻
器
の
使

用
痕
と
そ
の
掻
器
の
刃
部
を
再
生
す
る
過
程
で
得
ら
れ
る
微
細
剥

片
の
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
実
験
で
は
使
用
済
掻

器
の
刃
部
を
観
察
し
、
使
用
痕
を
撮
影
記
載
し
た
後
、
石
製
あ
る

い
は
鹿
角
製
ハ
ン
マ
ー
で
主
に
直
接
打
撃
で
剥
離
し
た
（
図
６
）。

続
い
て
、
掻
器
の
刃
部
再
生
さ
れ
た
部
分
の
観
察
と
剥
離
さ
れ
た

微
細
剥
片
に
残
っ
た
実
験
使
用
痕
の
分
析
を
行
っ
た
。
実
験
で
得

ら
れ
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
皮
革
の
加
工
作
業
で
掻
器
の
刃
部

に
生
じ
る
使
用
痕
は
刃
部
再
生
後
で
も
剥
離
さ
れ
た
微
細
剥
片
に

残
り
、
観
察
可
能
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
７
）。

ま
た
、
掻
器
の
刃
部
再
生
さ
れ
た
箇
所
に
使
用
痕
の
一
部
が
残
存

し
た
り
、
微
細
剥
片
に
使
用
痕
が
十
分
確
認
で
き
な
か
っ
た
り
し

た
場
合
も
あ
っ
た
。

六

微
細
剥
片
お
よ
び
掻
器
の
分
布
と
そ
の
相
互
関
係

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
使
用
痕
を
も
つ
微
細
剥
片
は
石
器
の
刃

部
再
生
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
続
い
て
、
微
細
剥

片
が
集
中
す
る
場
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
の
か
考
え

て
み
た
い
。
同
時
に
、
石
器
の
刃
部
再
生
が
皮
革
の
加
工
作
業
の

場
で
行
わ
れ
た
の
か
あ
る
い
は
使
用
後
持
ち
去
ら
れ
別
の
場
所
で

行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
も
浮
き
あ
が
っ
て
く
る
。

以
下
、
皮
革
加
工
に
特
徴
的
な
使
用
痕
も
つ
微
細
剥
片
と
同
類

の
使
用
痕
が
確
認
さ
れ
た
掻
器
と
の
分
布
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

皮
革
加
工
作
業
が
掻
器
と
い
う
技
術
形
態
の
石
器
で
し
か
な
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
と
い
う
意
見
や
縁
辺
に
二
次
加
工
の
施
さ
れ
た
石

刃
や
剥
片
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
皮
革

加
工
と
の
関
連
の
強
さ
は
一
度
と
な
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
（
7
）
。

一
二
点
の
掻
器
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
は
一
定
の
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
掻
器
の
多
く
は
グ
リ
ッ
ドх-т/16

�21

に
て
確
認
さ
れ
、
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皮
革
の
加
工
に
特
徴
的
な
使
用
痕
を
も
つ
微
細
剥
片
の
集
中
部
と

重
な
っ
て
い
る
（
図
４
）。

ま
た
、
こ
れ
ら
微
細
剥
片
と
掻
器
が
グ
リ
ッ
ドт-у/19

�20

の

赤
色
オ
ー
カ
ー
の
堆
積
の
す
ぐ
近
隣
で
出
土
し
て
る
事
実
は
興
味

深
い
。
皮
革
の
加
工
と
赤
色
オ
ー
カ
ー
と
の
強
い
む
す
び
つ
き
は

一
連
の
考
古
学
的
、
民
族
誌
学
的
研
究
（
8
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
赤
色
オ
ー
カ
ー
は
皮
革
用
の
天
然
の
防
腐
剤
と
し
て
使
用
さ

れ
得
た
と
い
う
（
9
）
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
ま
で
に
得
ら
れ
た
微
細
剥
片
と
掻
器
の
平

面
分
布
状
況
を
見
る
限
り
グ
リ
ッ
ドс-у/16

�20

、
特
に
グ
リ
ッ

ドт-у/19

�20

の
赤
色
オ
ー
カ
ー
の
集
中
部
付
近
に
お
い
て
皮
革

の
加
工
作
業
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
地
点
に
お
い
て
皮
革
の
加
工
に
特
徴
的
な
使
用
痕
も
つ
微
細

剥
片
と
赤
色
オ
ー
カ
ー
に
覆
わ
れ
た
微
細
石
片
が
多
く
出
土
す
る

こ
と
か
ら
皮
革
の
加
工
が
行
わ
れ
た
そ
の
場
で
の
刃
部
再
生
の
存

在
を
説
明
し
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
グ
リ
ッ
ド

т/16

�17

で
も
同
様
の
使
用
痕
の
微
細
剥
片
の
密
集
が
確
認
さ
れ

た
お
り
、
刃
部
再
生
の
場
を
想
定
で
き
る
。

し
か
し
、
最
終
的
な
結
論
を
出
す
の
は
時
期
尚
早
と
い
え
よ
う
。

掻
器
は
そ
の
道
具
と
し
て
の
価
値
故
に
ま
と
め
て
一
箇
所
に
保
管

さ
れ
て
い
た
と
も
、
遺
跡
の
周
辺
部
で
皮
革
加
工
が
行
わ
れ
（
10
）
、
刃

な
お
し
の
た
め
に
石
器
が
こ
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
幾
つ
か
の
仮
説
を
考
え
て
み
た

い
。１

、
グ
リ
ッ
ドс-у/16

�20

で
は
皮
革
加
工
が
行
わ
れ
た
。
皮

革
の
加
工
に
特
徴
的
な
使
用
痕
も
つ
微
細
剥
片
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
場
あ
る
い
は
付
近
で
石
器
の
刃
部
が

再
生
さ
れ
た
こ
と
を
推
定
で
き
る
。
サ
イ
ズ
の
大
き
い
石
片

は
使
用
や
廃
棄
の
対
象
と
し
て
石
器
の
製
作
場
所
か
ら
動
き

や
す
い
一
方
、
微
細
な
石
片
は
移
動
の
対
象
と
な
る
こ
と
が

少
な
い
と
考
え
ら
れ
（
11
）
、
使
用
痕
も
つ
微
細
剥
片
の
分
布
状
況

は
刃
部
再
生
の
場
を
把
握
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
。

２
、
こ
の
場
所
は
石
器
の
刃
な
お
し
が
行
わ
れ
た
跡
で
あ
っ
て
、

皮
革
加
工
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

３
、
微
細
石
片
の
集
中
は
石
器
製
作
・
加
工
の
副
産
物
が
ま
と

め
て
廃
棄
さ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

七

ま
と
め

以
上
、
微
細
石
片
の
使
用
痕
分
析
と
そ
の
平
面
分
布
状
況
を
考

察
し
、
そ
の
上
で
手
掘
り
資
料
と
比
較
す
る
と
い
う
総
合
的
な
検

討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
微
細
石
片
に
も
使
用
痕
が
検
出
可
能

で
あ
る
点
が
示
さ
れ
た
。
微
細
石
片
と
石
器
や
剥
片
な
ど
の
手
掘

微
細
石
片
の
平
面
分
布
と
使
用
痕
分
析

一
四
九
（
二
四
七
）



り
資
料
の
使
用
痕
分
析
で
得
ら
れ
た
結
果
の
比
較
検
討
は
、
遺
物

集
中
部
の
場
が
持
っ
て
い
た
機
能
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
一
定
の

意
義
と
有
効
性
を
持
つ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
本
論
で
用
い
た
石

器
分
析
法
に
よ
り
今
ま
で
見
え
て
こ
な
か
っ
た
隠
さ
れ
た
対
象
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
微
細
剥
片
と
掻
器
か
ら
検
出
さ
れ
た
同
一
の

特
徴
を
も
つ
使
用
痕
と
そ
れ
ら
が
赤
色
オ
ー
カ
ー
の
堆
積
に
共
伴

す
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
で
皮
革
加
工
に
関
連
し
た

営
み
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
石
器
の
刃
部
再
生
が

行
わ
れ
た
具
体
的
な
場
を
想
定
し
得
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

今
後
の
課
題
は
本
方
法
の
よ
う
な
研
究
作
業
を
微
細
石
片
の
別

タ
イ
プ
の
使
用
痕
に
も
向
け
、
様
々
な
種
類
の
石
器
と
の
比
較
や

相
互
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
当
時
の

人
々
の
生
業
活
動
に
関
す
る
問
題
を
解
明
す
る
貴
重
な
情
報
が
さ

ら
に
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
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